
 

 

 

平成２８年度後期支部長等会議開催！ 
３月２日、後期支部長等会議が行なわれ、永井支部長が参加した。 

河野会長（写真）が以下の３点について語られました。 

①熊本地震の寄付が、千葉県隊友会では２８０万

円となり、隊友会全体の３０００万円の１割に

および、一昨年の常総市水害における災害ボラ

ンティアなど、千葉県隊友会の評価が高い。 

 一方、自治体との防災協定が唯一無い県でもあ

り、昨年の９都県市防災訓練では案内も無い。

新たに任用された荒井危機管理参事と連携し、

できることから検討したい。 

④南スーダンＰＫＯにおいて駆けつけ警護が新た

な任務となった。国会では戦闘ではなく武力衝突という。戦力で

はないから自衛隊といい、駆逐艦ではなく護衛艦という。基本的

には憲法改正が必要であり、隊友会としての提言が必要。 

③終身会費制から年会費制への移行に伴い会費収入が減少している。 

 会員を増やして収入を増やす必要がある。自衛隊員の７割を占め

る曹士の加入を促進し会勢拡大を図りたい。 

 

精山事務局長（写真）より２８年度の事業報告

案と２９年度事業計画案について説明があった。

内容の細部は、「隊友千葉だより平成２９年３月

号」を参照下さい。 

 各駐屯地・基地入会促進会員等の努力により会

勢拡大を図っているところですが、新入会員数は

横ばい、退会者も横ばい、物故者が増加しており、

会員数が減少傾向にあるとのことでした。 

 

県隊友会通常総会＆講演会＆懇親会 
４月１９日（水）１３００～ 三井ガーデンホテル千葉 

 １５３０～ 渡邊海自教育航空集団司令による講演 

永井支部長と竹原副支部長が代議員として参加 

 講演および懇親会（会費 6,000円）への参加を希望される方は、 

支部長まで連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度自衛隊入隊・入校予定者激励会 
３月４日、四街道市文化センターにおいて平成２８年度自衛隊入 

隊・入校予定者２１４名の激励会が行なわれ、永井支部長と山口康

彦会員が参加した。 

市川市から１１名の若人が今春入隊！ 

！おめでとうございます 
 平成２９年３月９日（木）１７時から市川市役所委員会室におい 

て、市川市主催「自衛隊入隊予定者激励会」が開催されました。 

 式は、入隊予定者の紹介、大久保博市長の激励、猪森聡彦千葉地 

方協力本部長の挨拶、鈴木衛自衛官募集相談員の祝辞、市川市自衛 

隊家族会からの記念品贈呈、そして最後は、石井眞理夫入隊予定者 

の代表挨拶でありました。式典はコンパクトながら心温まる気配り 

がなされ、激励会に相応しい感動に満ちた入隊激励会でありました。 

 市長や来賓からは、「国内外の厳しい情勢の中、自衛隊は見事に任 

務を果たしており、国民は皆自衛隊を誇りに思っております。入隊 

予定者の皆さんはこれから訓練を積み重ね、立派な自衛官になって 

ください」とのエールがありました。これに応えて入隊予定者から 

は、「先輩が築き上げた成果を誇りに思い、市川出身の隊員として恥 

じないよう頑張ります」との力強い決意表明がありました。 

元気に入隊され、自衛隊の「担い手」となって益々ご活躍されま 

すことを祈念致します。          （山口康彦会員） 
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市川支部総会・懇親会のご案内 
◆日時 ５月２１日（日）１５００～１８：００ 

◆場所 八幡神社社務所 市川駅北口から徒歩５分       

◆会費 ２，０００円 

◆来賓（予定） 
 千葉県隊友会会長 

薗浦衆議院議員 

猪口参議員議員（特別会員） 

金子市会議員（特別会員） 

千葉協力本部市川募集事務所長 

平賀市川市防災官 

時久海自第 3 術科学校副校長 

◆参加の有無を５月１８日 

までに、メール又は配布 

しました葉書（切手代は 

ご負担下さい）にて連絡 

下さい。  

◆参加できない方も近況 

 などお送りいただければ 

幸甚です。 

自衛隊父兄会が「自衛隊家族会」に名称変更 

「自衛隊員の心の支えになりたい」との親心から自然発生的に結

成された「全国自衛隊父兄会」は、昭和５１年に「社団法人」、平成

２４年に「公益社団法人」に認可され、全国各地で活動を続けてき

ました。 

平成２９年１月１日、法人創設４０周年を機に、会の名称を「公

益社団法人自衛隊家族会」に変更し、「自衛隊員に最も身近な存在」

であることに誇りを持ち、国民の先頭に立って、自衛隊員及び家族

を支え、ともに助け合うことを誓い、再出発致しました。 

今後とも従前同様よろしくお願い致します。 

なお、市川市では、「市川市自衛隊家族会」に名称を変更し、会長

には隊友会市川支部の山口康彦会員が就任致しました。 



 

 

祝日に国旗を掲げましょう 
わが国は明治３年に「日の丸」を国旗と定め使用してきましたが、 

平成１１年８月に改めて国旗国家法が成立しました。 

 祝日の朝一番の私の仕事は、自宅のベラ 

ンダに国旗を掲げることです。（※） 

 昭和２７年、わが国が独立を回復した後、 

郷里の佐賀では祝日に村中の家庭に国旗 

が翻っていたものです。 

 また、日本の港に入港した外国船は、 

例外なくメインマストに「日の丸」を掲げ 

ています。それは日本および日本国民に敬 

意を表すためです。 

 なお、平成２１年６月、香取市で「祝日に国旗を掲揚する会」が 

発足し、逐次県内に活動を広げるとの新聞報道がありましたが、 

あれから７年半が立ちました。因みに昨年１１月２３日、新聞 

「隊友」を配達に行った際、国旗が掲揚されていたのは相田会員と 

私のところだけでした。 

 いずれにしても祝日に日本中に国旗が翻る時が来ることを願って 

やみません。 

（※）マンション住まいの方は手すりや物干し金具に旗竿を縛りつ

ければＯＫです。 

                      （西村寛之会員）     

 

会員の入会と会費・協力費の納入について 
２８年度市川支部の入会者以下の５名であり、退会者はゼロでした。 

河井 繁樹 原木３丁目 陸 第 13旅団司令部（海田市） 

岡  浩 原木１７丁目 海 掃海隊群（船越） 

宗岡 仁 原木３丁目 陸 小平学校（小平） 

丹 英則 宮久保６丁目 陸 朝霞駐屯地業務隊（朝霞） 

市川支部会員数は２９年３月２０日現在８４名です。 

会費・協力費（終身会費者のうち１０年超の方）納入状況は以の 

通りです。未納の方はよろしくお願いします。 

 年  会  費 会運営協力費（寄付） 

依頼数 納入数 納入率 依頼数 納入数 納入率 

支 部 20 15 75％ 18 12 67％ 

県全体 532 471 89％ 576 354 61％ 

全国的にも県としても会員数が減少しており、終身会費制の廃止

により一時的に会費収入が減少しているそうです。 

 とかく隊友会のメリットは何かということが多いが、浅田次郎氏

の「私の収穫 メリット」とのコラムを読み、なるほどと納得した

ので紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

太平洋戦争ＤＶＤ１０巻のご案内 
太平洋戦争とは一体何だったのか･･･。ここに紹介するＤＶＤセット

『太平洋戦争』（第一集＋第二集）は、３年８ヶ月にわたったあの未

曾有の戦争をひもとく映像作品です。詳細に太平洋戦争の歴史を振

り返ることができる本全集は、戦争を知る世代の高齢化が進む今、

歴史資料としても極めて意義深いものといえます。 

 鑑賞を希望される方は、貸出いたしますので永井までご連絡下さ 

い。ご自宅までお届けします。鑑賞終了後の返納要領は、お届けの 

際に打ち合わせさせていただきます。支部会員の皆様との対話目的 

もありますので、お届けさせて頂くことでお願いします。 

 貸出は申し込み順とし、貸出状況は、随時メールにてお知らせい 

たします。お一人２週間を目途とさせていただきます。 

 
 

今後の行事・講演等の予定 

●海自下総基地観桜会 

３月 24日（金）１７００～海自下総基地 

 支部を代表として太田会員が参加。 

●孫子経営塾月例会（代表：前原清隆氏） 

４月８日（土）１４００から 市ヶ谷偕行社３階 

国際政治学者の藤井厳喜氏による「トランプ政権百日」 

●千葉県護国神社春季大祭（４月１０日） 

・清 掃 ４月８日（土）０９３０～ 相田会員が参加予定 

・車両統制 ４月１０日（月）０８１５～  

●国防問題講演会 

４月１２日（水）１５時～グランドヒル市ケ「白樺東の間」 

折木元統合幕僚長による「日本の安全保障政策の変遷と自衛隊」 

聴講料千円 

●郷友安全保障フォーラム 

４月１３日（木）１４００～グランドヒル市ヶ谷「珊瑚の間」 

 講談協会常任理事 一龍斎貞花氏による「パール判事と東京裁判」 

●県隊友会通常総会＆懇親会（前述のとおり） 

●県隊友会防衛講演会（隊友千葉だより参照）   

●昭和の日をお祝いする集い 

４月２９日（祝）１３００～  明治記念館 

●新しい憲法を制定する推進大会 

５月１日(月)１６００～ 憲政記念館 

●県隊友会ゴルフコンペ 

５月１５日（月）、 ムーンレイク茂原ＧＣ 

山本会員、春日会員、舘島会員が参加予定。支部優勝を期待！ 

●支部総会＆懇親会・・・５月２１日（前述のとおり） 

★参加を希望される方は、申し込み要領など細部をお伝え致します 

ので支部長までご連絡下さい。（メール、ＦＡＸ・電話にて。） 

私がかつて日本ペンクラブに入会した動機は、「言論表現の自由 

を守る」という同会の趣旨に賛同したからである。自分に何ができ 

るとは思わなかったが、作家になったからには義務であると考えた 

からである。 

 ところでこの頃、会員たるにふさわしき人に入会の誘いをすると 

「メリットは？」という質問が返ってくる。むろんそれなりに年会 

費は納入するのだから気になるのも当然だが、いわゆる「メリット」 

を伴う行為などたかが知れていると考える私にとってはいささか

心外なのである。 

 どうやらこの「メリット」という外来語は「価値」という英語本 

来の意味ではなく、ラテン語の語源たる「報酬」として日常的に使 

用されているらしい。 

「価値ある行為」と「報酬を伴う行為」はおおちがいである。 

この両者の懸隔を明確にする言葉として「ボランティア」が生まれ 

たような気がする。つまりおのおのがその行為に社会的価値を見
失い、個人的報酬ばかりを期待するようになった結果、当然の義務

までもが「善幸」に祀り上げられるような世の中になってしまった。 

 公益は見えにくいが私利はわかりやすい。しかし正当な私利を得 

るためには、公益の器が必要なのである。「メリット」を報酬から

「価値」まで押し上げた言語進化の精華を、われわれは知らず退行

させているのではないか。 

 本年九月末に開催される国際ペン東京大会を、価値あるものにし 

たい。     （平成２２年３月１８日朝日新聞夕刊より） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ お 願 い ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

●支部から皆様への情報提供は、メールに頼らざるを得

ませんので、ぜひメール網に登録下さい。 

支部長アドレス宛にメールを送信下さい。 

●支部だよりの原稿をお寄せください。安全保障法議論、

憲法改正論、各種講演・行事参加の所見、隊友会のあ

り方、趣味など、なんでも結構です。 


